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【中国自動車業界レポート（2022年11月）】
1.1 自動車生産・販売台数

◼ 生産・販売台数の伸びはマイナスに：国内各地で散発するCovid-19防疫措置の影響を受け、11月の自動車販売台数は前年同月比、前月比ともに減となっ

た。2022年11月の中国自動車生産台数は前年同月比7.9%減、前月比8.2%減の238.6万台、販売台数は前年同月比7.9%減、前月比7.1%減の232.8万

台。1-11月累計生産台数は前年同期比6.1%増の2,462.8万台、販売台数は同3.3%増の2,430.2万台。12月は防疫措置の緩和を受け、ディーラーの営業

活動も回復、来店者数も増えると見られ、生産・販売台数ともに前月比増となる見通し。

✓ 乗用車：11月の販売台数は前年同月比5.6%減、前月比7.0%減の207.5万台。1-11月累計販売台数は前年同期比11.5%増の129.2万台。

✓ 商用車：11月の販売台数は前年同月比23.4%減、前月比7.5%減の25.3万台。1-11月累計販売台数は前年同期比32.1%減の301.0万台。

◼ 輸出は好調：11月の自動車企業輸出台数は前年同月比64.8%増の32.9万台、うち乗用車は同62.2%増の27.6万台、商用車は同79.7%増の5.3万台。

NEVの輸出台数は同2.5倍増の9.5万台。2022年1-11月の累計輸出台数は前年同期比55.3%増の278.5万台。

◼ 2023年販売台数予測：中国汽車工業協会の予測では、2023年の総販売台数は前年比3%増の2,760万台。うち乗用車は同1.3%増の2,380万台、商用車

は同15%増の380万台。NEVは同35%増の900万台を見込んでいる。

出所：中国汽車工業協会の発表に基づき、みずほ銀行（中国）中国アドバイザリー部作成

中国自動車月次販売台数（2020-2022） 中国自動車月次輸出台数（2020-2022）
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【中国自動車業界レポート（2022年11月）】

No. メーカー
2021.1-11

(万台)

2022.1-11  (万台)

前年同期比 市場シェア

1 一汽VW 162.22 159.87 -1.4% 8.7%

2 BYD 62.59 158.09 152.6% 8.6%

3 吉利自動車 107.14 110.83 3.4% 6.0%

4 長安汽車 104.45 110.65 5.9% 6.0%

5 上汽VW 131.66 109.96 -16.5% 6.0%

6 上汽GM 117.42 92.58 -21.2% 5.0%

7 広汽トヨタ 74.03 87.12 17.7% 4.7%

8 東風日産 102.08 83.13 -18.6% 4.5%

9 長城汽車 82.33 71.00 -13.8% 3.9%

10 上汽GM五菱 85.64 70.89 -17.2% 3.9%

11 一汽トヨタ 74.02 69.69 -5.9% 3.8%

12 広汽ホンダ 68.89 65.20 -5.4% 3.5%

13 奇瑞汽車 53.03 63.53 19.8% 3.5%

14 華晨BMW 61.24 59.45 -2.9% 3.2%

15 東風ホンダ 70.56 58.43 -17.2% 3.2%

Top15 合計 1,357.30 1,370.42 1.0% 74.6%

1.2 乗用車市場①

◼ 11月販売台数ランキング：2022年11月乗用車小売台数は前年同月比8.1%減の165万台、うちTop15社の販売台数合計は同0.9%増と伸び幅は前月比大

きく縮小した。BYDは引き続き前年同月比2倍以上の伸び、一汽トヨタは同38.8%減と大きく下げた。

◼ 1-11月累計販売台数：Top15のうち前年同期比プラスは5社。うちBYDは同152.6%増と最大。BYDは2022年乗用車販売台数トップとなる見通し。前年同

期比マイナスとなった10社のうち上汽GMが同21.2%減と下げ幅が拡大している。

出所：中国汽車流通協会の発表に基づき、みずほ銀行（中国）中国アドバイザリー部作成

No. メーカー
2021.11

(万台)

2022.11      (万台)

前年同月比 市場シェア

1 BYD 9.67 21.76 125.1% 13.2%

2 吉利自動車 12.28 12.64 3.0% 7.7%

3 一汽VW 13.32 11.66 -12.5% 7.1%

4 長安汽車 8.91 10.15 13.9% 6.2%

5 上汽VW 11.30 9.28 -17.9% 5.6%

6 広汽トヨタ 7.58 7.84 3.5% 4.8%

7 上汽GM 10.00 7.30 -27.0% 4.4%

8 Tesla中国 3.17 6.25 96.9% 3.8%

9 長城汽車 8.94 5.82 -34.9% 3.5%

10 上汽GM五菱 8.32 5.68 -31.8% 3.4%

11 奇瑞汽車 6.87 5.42 -21.1% 3.3%

12 華晨BMW 4.93 5.29 7.2% 3.2%

13 広汽伝祺 4.96 5.08 2.3% 3.1%

14 一汽トヨタ 8.19 5.01 -38.8% 3.0%

15 北京ベンツ 4.30 4.70 9.4% 2.9%

Top15 合計 122.74 123.88 0.9% 75.2%

乗用車メーカー小売台数Top15
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【中国自動車業界レポート（2022年11月）】
1.2 乗用車市場②

◼ メーカー国別シェア：NEVの牽引により中国メーカーのシェアが引き続き

拡大、53.4%と過去5年で最大となった。一方、ドイツ系、日系、韓国系は

縮小が続く。

◼ 乗用車モデル別Top10：

✓ セダン：宏光MINIがトップを維持。次いでBYDの秦、漢、海豚NEVが

2-4位。従来車のSylphy、Lavida、Camry等は引き続き前年同月比

減。Top10の合計販売台数は23.42万台でCR10は29.1%。Top10

のNEV比率は50.3%。

✓ SUV：BYD宋が単月で6.36万台と2位以下を大きく引き離した。

Top10の合計販売台数は23.96万台、CR10は31.1%。Top10の

NEV比率は74.5%に達した。

出所：中国汽車流通協会の発表に基づき、みずほ銀行（中国）中国アドバイザリー部作成

乗用車メーカー国別シェア（2022年）

SUV販売台数Top10（2022年11月）セダン販売台数Top10（2022年11月）
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【中国自動車業界レポート（2022年11月）】
1.3 高級車市場

◼ 高級車市場：2022年11月、国産高級車小売台数は前年同月比15%増

の24万台と伸びを維持。11月、Tesla中国は国内販売が中心となったが、

同時に3.78万台を輸出。

◼ タイプ別：

✓ セダン：ベンツCクラス、BMW 3シリーズ、ベンツEクラスがTop3。

Audi A4は同75.9%増、VolvoはS90は同21.4%増。

✓ SUV： Model Yが前年同月比2.27倍で再びトップ。次いでBMW X3

が同21.2%増で第2位。理想L8がTop10入り、高級SUV市場の50%

以上がNEVとなった。

高級車メーカー販売台数（一部、2022年11月）

出所：中国汽車流通協会の発表に基づき、みずほ銀行（中国）中国アドバイザリー部作成備考：高級車は指導販売価格が30万元以上のモデルを指す

高級SUV販売台数Top10（2022年11月）高級セダン販売台数Top10 （2022年11月）
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【中国自動車業界レポート（2022年11月）】
1.4 日系三強

◼ 日系三強：Covid-19の防疫措置と部品不足により、11月の日系販売台

数は軒並み大きく下げた。

✓ トヨタ中国：11月の販売台数は前年同月比18.5%減の14.04万台、うち広汽トヨ

タは同3.5%増、一汽トヨタは同38.8%減、Lexusは同22.0%減となった。 2022

年1-11月のトヨタ中国累計販売台数は前年同期比2.6%増の販売台数176.0万

台。

✓ ホンダ中国：11月の販売台数は前年同月比42.9%減の7.81万台と3ヵ月連続

の減少となった。うち広汽ホンダは4.55万台、東風ホンダは3.26万台。2022年

1-11月のホンダ中国累計販売台数は前年同期比11.4%減の123.5万台。

✓ 日産中国：11月の販売台数は前年同月比57.9%減の4.80万台。乗用車も商用

車もともに大幅減。2022年1-11月、日産中国の累計販売台数は前年同期比

21.9%減の97.5万台。うち東風日産（日産、Venucia、INFINITI）は83.5万台。

出所：新浪汽車の発表に基づき、みずほ銀行（中国）中国アドバイザリー部作成

日系三強の月次販売台数（2020-2022年）

日系三強の販売台数（2018~2022）
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【中国自動車業界レポート（2022年11月）】
1.5 NEV①

◼ 高成長を維持：2022年11月、中国のNEV生産台数は前年同月比65.6%

増の76.8万台、販売台数は同72.3%増の78.6万台、うち、EVは同

67.4%増の61.5万台、PHEVは同92.6%増の17.1万台、FCVは400台。

◼ 累計販売台数：1-11月NEV累計販売台数は前年同期比2倍の606.7万

台。うちEVは473.4万台で構成比は78.0%、2021年末時点より4.8pt縮

小。PHEVは133万台で構成比は21.9%。

◼ 新車販売台数におけるNEV構成比：11月の新車販売台数に占めるNEV

率は33.8%、前月比5.3pt上昇。

出所：中国汽車工業協会、公安部の発表に基づき、みずほ銀行（中国）中国アドバイザリー部作成

新車販売台数におけるNEV構成比（2021-2022）動力別NEV販売台数構成比（2015-2022）
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1.5 NEV②

◼ BYDが独走：2022年11月、NEV乗用車月次販売台数Top10のうち7モデ

ルをBYDが占めた。その他はTesla Model Y、五菱宏光MINI、広汽埃安

Aion Sとなり、Top10のうち9モデルが中資系。

◼ Top15社：NEV乗用車小売台数Top15による合計販売台数は50.83万台。

うちBYDは前年同月比2.41倍の21.76万台。他、賽力斯（+335.8%）、長

安（+305.6%）、吉利（+153.5%）等。新興OEMでは哪吒、NIO、理想が

前年同月比増。

出所：中国乗用車市場信息联席会の発表に基づき、みずほ銀行（中国）中国アドバイザリー部作成
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【中国自動車業界レポート（2022年11月）】
1.5 NEV③

◼ 動力電池：2022年11月、中国動力電池搭載量は前年同月比64.5%増、

前月比12.2%増の34.3GWh。三元系とリン酸鉄リチウム電池の搭載量

はともに増加、その一方で三元系のシェアは縮小が続き11月はわずか

32.2%。1-11月の動力電池累計搭載量は前年同期比101.5%増の

258.5GWh。

✓ 搭載量Top10：11月は42社の電池が搭載。Top10社の搭載量は計

32.9GWh、CR10は96.0%。うちCATLのシェアは50.6%、前月比

2.2pt拡大した。

出所：中国汽車動力電池産業創新聯盟の発表に基づき、みずほ銀行（中国）中国アドバイザリー部作成

動力電池搭載量Top10社（2022年11月）動力電池月次搭載量構成比推移（2022年1~11月）
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2 在庫動向

◼ 在庫係数：2022年11月、自動車ディーラー在庫係数は前年同月比39.3%上昇、前月比6.8%上昇の1.88と警戒ラインを上回った。Covid-19の感染が急拡

大したことで、販売の動きは弱まった。防疫管理の下、モーターショーやパブリシティなどのマーケティング活動が展開できず、特に広東、重慶、北京等の販

売が旺盛な地域で大きな損失が出ている。在庫の消化ができないことから、ディーラー在庫は高いレベルに達している。

◼ ブランド別在庫：特に合弁ブランドで在庫が溜まっている。高級＆輸入ブランドの在庫係数は前月比横ばいの1.58、合弁ブランドは同17.6%上昇の2.21、中

国系は同1.8%上昇の1.68。

◼ 12月の予測：国家衛生健康委員会は防疫「20条措置」を発表、全国各地で各種防疫措置が段階的に廃止される。また購入税の補助やNEV補助金がまも

なく終了するため、駆け込み需要が集中、12月の在庫係数は小幅低下する見通し。

出所：中国汽車流通協会の発表に基づき、みずほ銀行（中国）中国アドバイザリー部作成

ブランド別在庫係数（2022.10~11）ディーラー在庫係数（2021-2022）

説明：中国汽車流通協会は2010年7月より定期的に自動車ディーラーに対し在庫調査を行い、各メーカーの在庫
状況及び業界の総合在庫係数を算出している(在庫係数=期末在庫数/当期販売台数)。在庫係数> 1.5が警戒ラ
イン

1.50
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39.3%
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3 新たに発売されたモデル（11月11日-12月10日）

出所：新浪汽車の発表に基づき、みずほ銀行（中国）中国アドバイザリー部作成

No. 発売日 モデル 販売価格
(万元)

タイプ 排気量 航続距離
（BEVモード）

メーカー セールスポイント

1 11.11 小麒麟 5.59-5.89 軽 - 175km 江鈴集団
• 5ドア4シート。リアサスペンションはトーション
ビーム式の非独立構造

2 11.11 覧拓者
9.99-15.39 ガソリン版

10.69-13.89 ディーゼル版

ピックアップ
トラック

2.0T - 長安汽車
• カスタム機能。大型デュアルディスプレイ、「藍
鯨」パワートレイン、フルタイム4WD

3 11.18 攬巡/Tavendor 27.49-32.59 SUV 2.0T - 一汽VW
• 21”アルミリム、4Motionスマート4WD、

Freestanding吊り下げディスプレイ

4 11.18
smart精霊#1

Pulse心動版
22.9

（補助金後）
SUV - 535km

吉利自動車
OEM

• 10” HUD、19” プリズム5スポークスポーツホ
イール

5 11.19 欧尚X5 PLUS 9.99-11.79 SUV 1.5T - 長安欧尚
• 30” トリプルディスプレイ、OnStyle5.1スマート
コックピット、次世代型「藍鯨」1.5Tエンジン

6 11.20 思皓X8 PLUS 9.98-13.98 SUV 1.5T - 江淮汽車
• 12.3” ダブルディスプレイ、iFYTEK製スマート音
声システム、HOL-Pilotスマート運転支援

7 11.21 大通領地 25.98-27.98 SUV 2.0T - 上汽大通
• ディーゼルマイルドハイブリッド、悪路走行モー
ド、蜘蛛スマートコネクテッド2.0、L2+運転支援
システム

8 11.22 北京BJ60 23.98-28.58 SUV 2.0T - 北京越野
• フレーム付構造、ATS 9種のドライブモード、

48Vマイルドハイブリッドシステム

9 11.23 無界Pro
8.99-11.29
（補助金後）

軽 - 301km、408km 奇瑞汽車
• Qualcomm Snapdragon6155チップ、北斗衛
星、12.9” 中央コンソールディスプレイ

10 11.30 繽智/VEZEL 12.78-17.68 SUV 1.5L - 広汽ホンダ
• 高断熱パノラミックキャノピー、Honda 

SENSING セーフティシステム

11 12.3 合創A06
17.98-26.98
（補助金後）

セダン - 550-630km
広汽乗用車

OEM

• H-VIP2.0 スマートコネクテッドシステム、14.6”

中央コンソールディスプレイ、L2.5+運転支援

12 12.9
護衛艦07

PHEV
20.28-28.98
（補助金後）

SUV 1.5T 100-205km BYD
• スマートフォンを用いたNFCデジタルキー。

DiLinkスマートコネクテッドシステム
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4 業界動向（11月11日-12月10日）①

出所：新浪汽車の発表に基づき、みずほ銀行（中国）中国アドバイザリー部作成

• 11月16日、工業信息化部は『NEV廃棄動力電池の総合利用業界規範条件』企業リスト（第4回）を公開、意見を募集している。今回の企業
数は計41社 (うち再生利用14社、カスケード利用26社、再生+カスケード1社)。CATL、格林美、華友鈷業、中偉股份、南都電源、旺能環
境、駱駝股份等の上場企業傘下の企業がリストに掲載されている。1-3回のリストと合わせると国内動力電池回收ホワイトリスト掲載企業
数は80社超。

動力電池回收企業リスト（第4回）の発表

• 11月18日、上海市交通委員会は『上海市路車協調イノベーション応用工作実施方案（2023-2025年）』を発表。2025年までにスマート高速
道路とスマート都市道路を800km超、スマート交差点を500ヵ所を設置する。またモデル事業としてスマート公共駐車場を100ヵ所超を設置
する。

上海：V2Xイノベーション応用工作方案

• 11月22日、北京市城市管理委員会は『北京市FCV用水素ステーション発展計画（2021-2025年）』を発表。2023年までにFCV3,000台を普
及させ、2025年までに累計1万台超とする。また水素ステーション74ヵ所を建設、運営する。

北京：水素ステーション発展計画

• 12月6日、広州市発展改革委員会は『広州市FCVモデル応用工作方案(2022-2025年)』を発表。2025までに同市のFCV産業規模を100億
元超、各中核部品領域でトップ5に入る企業を少なくとも5社以上育成する。

広州：FCVモデル応用方案
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4 業界動向（11月11日-12月10日）②

出所：新浪汽車の発表に基づき、みずほ銀行（中国）中国アドバイザリー部作成

No. 企業 関連動向

1 CATL • 11月11日、ダイハツ工業はCATLと動力電池の供給で合意に達したと発表。2025年前に軽型EVに搭載する。

2 嵐図汽車
• 11月17日、嵐図汽車にAラウンドの戦略投資の完成を発表。約50億元を調達、調達後の評価額は約300億元。中国NEV業界において1回目の資
金調達としては最大規模となった。

3 蜂巣能源 • 11月18日、科創板へのIPO申請が受理された。このIPOで同社は150億元を調達する。

4 上海VW • 11月18日、合弁会社である大衆汽車変速器(上海)が2023年3月に正式に生産停止すると発表。清算手続きに入る。

5 哪吒汽車
• 11月21日，「浩智戦略2025」技術発表会を開催。「浩智」ブランドとしてスパコン、電気駆動、レンジエクステンダーの3大技術を発表。また、中央演
算プラットフォーム、800V SiC高性能電気駆動システム、3in1レンジエクステンダーを打ち出した。

6 BYD
• 11月23日、2023年1月1日より、王朝シリーズ、海洋シリーズ及び騰勢の新エネ車について価格を引き上げる。引き上げ幅は2000～6000元。

• 11月29日、西安高科集団が所有する西安西沃客車有限公司の株式100%を取得、買収価格は1.66億元。

7 東風柳州 • 11月24日、傘下の乗用車ブランド東風風行について、3年以内に100%電動化を実現、5年以内にガソリン車の製造を停止すると発表

8 NIO
• 11月28日、騰訊控股（00700.HK）とNIO（NIO.N）はインテリジェントドライビングマップ、自動運転クラウド、デジタルエココミュニティ等の領域で提携
すると発表。

9 一汽トヨタ • 11月28日、天津市に一汽トヨタのNEV工場が完成。一汽トヨタにとって5ヵ所目の完成車工場となり、生産能力は20万台/年。

10 愛馳汽車 • 11月28日、タイのフェニックスEV社と戦略提携を締結。フェニックスEVは愛馳よりNEV15万台を購入する。

11 福田汽車 • 11月29日、北京市第一中級人民法院は（2022）京01破91号《民事裁定書》を発行。北京宝沃の破産を宣告した。
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中古車省間流通状況6大エリアの中古車取引状況

5 中古車市場

中古車月次取引台数（2020-2022）

出所：中国汽車流通協会の発表に基づき、みずほ銀行（中国）中国アドバイザリー部作成

◼ 中古車取引台数：2022年11月、中国中古車市場取引台数は前年同

月比17.8%減、前月比5.43%減の127.84万台、取引額は769.38億元。

乗用車は前年同月比16.3%減、前月比5.14%減。商用車は前年同月

比23.9%減、前月比7.94%減とともに大きく下げた。

◼ エリア別取引台数：11月、華東エリアのみ前月比0.61%と小幅増、そ

の他5エリアは軒並み減となった。

◼ 省間流通状況：11月はCovid-19が多発したことで、省間流通も影響を

受けた。転籍率は前月比2.7pt低下の23.2%。11月末時点の累計転

籍台数は計365.1万台。
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5 蜂巣能源IPO

◼ IPO申請受理：12月初旬、動力電池メーカーである蜂巣能源の中国科

創板におけるIPO申請が受理された。株式の25%を発行し150億元を調

達する予定で、うち9割は動力電池工場建設に充てる計画。同社は11月

の動力電池搭載量ランキング第7位。

◼ 顧客及び業績：2022年上半期における上位5大顧客は長城汽車、合衆

新能源、零跑汽車、安仕新能源、吉利控股で、売上高CR5は88.0%、う

ち同社の関連会社である長城汽車が57.0%を占める。蜂巣能源は独立

して4年の間、7回の資金調達を実施、現在はまだ赤字であり、ここ3年

半の累積赤字額は31億元にのぼる。高成長の続く中国NEV市場や完

成車メーカー以外の顧客の増加により、今後は赤字が解消され、より多

くのシェアを握ると期待される。

出所：蜂巣能源IPO目論見書の発表に基づき、みずほ銀行（中国）中国アドバイザリー部作成

蜂巣能源顧客Top5（2022年上半期）

蜂巣能源業績状況（2019年-2022年上） 蜂巣能源動力電池販売台数（2019年-2022年上）
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